
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【たけのこ会】 

（入会を希望する 18 歳以下の児童生徒対象） 

 舎生が相互に関わり、楽しみながら学び合うこ

とで寄宿舎生活の充実を図ることを目的に、年

間を通して行事を行っています。 
 

 

 

 
 

【心と体の学習会】 

 素敵な大人になるために“心と体”について学

び、命の尊さや自他を大切にする気持ちを育む

ことを目的としています。児童生徒を対象に、年

間を通して様々なテーマを設定し学習会を行っ

ています。 

  
 

 

【食事と栄養の学習会】 

 食べ物や体に必要な栄養を学び、自らの食事

について考え、食事や栄養に関する正しい知識

を学んでいます。 

   
 

【余暇活動】  

散歩やテレビ・DVD 視聴、カード・ボードゲー

ム、iPad・PC 使用など舎生のニーズを捉えなが

ら余暇の充実に取り組んでいます。 

 

入舎式 
入舎許可、部屋割りや部屋担を発表し寄宿

舎生活のスタートを切ります。 

親睦会 
舎生の自己紹介やゲーム等を通して親睦

を深めます。 

お楽しみ
夕食会 

舎生のリクエストメニューで、普段とは違

う雰囲気の夕食を楽しみます。 

夕涼み会 
お祭りのように提灯を飾り、屋台やゲーム

コーナーを設置して皆で楽しい時間を過

ごします。 

先輩の講話 
社会で活躍する先輩の話しを聞いて、自分

の将来などについて考えます。 

送る会 
寄宿舎生活を共に過ごした卒業する仲間

に、感謝し激励します。 

舎友会総会 
寄宿舎生活をより良くするため、皆で話し

合いを行い、自治意識を高めます。 

避難訓練 
災害時に安全に避難出来るよう、年に 2 回

避難経路や避難場所を確認します。 

遊々 
タイム 

カラオケやサウンドテーブルテニスなど、

舎生の要望に応じて活動します。 

   

希望の広場(食堂) 浴室 洗面・洗濯場 

   

生活実習室 洋室（二人部屋） 和室（二人部屋） 

沖縄県立沖縄盲学校 

寄宿舎案内 

 

本校寄宿舎は、幅広い年齢の児童生徒が入

舎しています。自立を目指す児童生徒、基本

的生活習慣を整え心身の調和的発達を目指

す児童生徒など、その入舎理由は様々です。 

異年齢の仲間が寝食を共にしながら、ルー

ルを守り、集団生活の中で助け合い、協力し

合いながら生活しています。  

施 設 ・ 設 備 

入 舎 に つ い て 

入舎対象：本校に在籍する小学部 4年生以上の者 
      （離島・遠隔地在住の者はその限りではない） 
 

入舎定員：20名  
 

入舎期間：1年間 4月 3月  

沖縄県立 沖縄盲学校 寄宿舎 

〒901-1111 南風原町兼城 473番地 
 

TEL：098-889-5375  FAX：098-888-2547 

学校 HP http://www.okimo-sh.open.ed.jp 

 

入 舎 申 込 か ら 決 定 ま で 

申
込
（
12
月
頃
） 

面
接
（
１
月
頃
） 

選
考
（
２
月
～
３
月
） 

決
定
（
３
月
中
旬
） 

学 習 会 ・ 行 事 

主 な 行 事 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日課/活動 時 間  日課/活動 時 間 

起床・洗面 6:30～  夕 食 17:40～18:05 

朝 食 7:25～7:50 
 当番活動 

生活活動 
18:10～ 

登校準備 7:50～8:00  余暇時間 19:00～20:00 

登 校 8：00 ～  学習時間 20:00～21:00 

下校・帰舎 
15:30 ～ 

(14:30） 

 
就 寝 21:00 

生活活動 
15:30 ～ 

(14:30） 

 
消 灯 22:00 

１．基本的生活習慣の確立に努める。 

２．自己の健康管理能力を高める。 

３．集団生活を通して自分の役割を見つけ、行動する

力を育む。 

４．責任をもって自ら積極的に物事に取り組む姿勢を 

育む。 

５．他者を尊重し、協調する態度を育てる。 

教 育 目 標 

日 課 表 

１.小学部段階においては、基本的生活習慣の指導

を通して身辺自立を促し、遊びや学習に興味・

関心を持ち、健康で明るく心情豊かな児童を育

てる。 
 

２.中学部段階においては、生活習慣を身に付ける

ことや相手を思いやる心を培う。学習や係活動

に意欲を持ち積極性や忍耐力を養い、心身の調

和的な発達を図る。 

３.高等部段階においては、集団生活や自治活動などで

自己の確立と協調性を養い、豊かな人間性の育成に

努める。 

指 導 目 標 

Ｑ１ 寄宿舎に入舎すると、いつ帰ることができますか？ 

Ａ１ 宿泊する曜日は基本的に月曜日から木曜日となり、

金曜日に帰宅となります。原則、学校休業日前日

（週末、週中の祝日、長期休業日）は帰宅となりま

す。離島、遠隔地に住んでいる方は、登校日の前日

から宿泊することができます。 

 
 

Ｑ２ 寄宿舎は何時から利用できますか？また帰宅日（金

曜日等）は何時まで利用できますか？ 

Ａ２ 寄宿舎は登校した日の終業後から利用できます。ま

た、帰宅日（金曜日等）は終業後、16 時半まで利

用できます。 

 
 

Ｑ３ 学校を休んでも、寄宿舎に泊まることはできます

か？ 

Ａ３ 学校をお休みする場合は、宿泊できません。お休み

した翌日は、自宅から学校へ直接登校となります。 

また翌日に学校をお休みする場合は宿泊せず帰宅

となります。 

 
 

Ｑ４ 寄宿舎は何人部屋ですか？ 

Ａ４ 和室、洋室があり、一部屋二人での利用となりま

す。 

 
 

Ｑ５ 寄宿舎では、食事、入浴の時間、就寝時間などは決

められていますか？ 

Ａ５ 寄宿舎では規則正しい生活を送ることができるよう

に、「日課表」が作られています。基本的には日課

表に沿って生活することになります。 

 
 

Ｑ６ 体調不良の場合、寄宿舎で静養することはできます

か？ 

Ａ６ 感染症、発熱（37.5 度以上）等で体調が悪く、寄

宿舎生活に支障をきたす場合、または他の舎生への

影響があると判断された場合は、ご家庭へ連絡し帰

宅となります。その際は保護者等または保証人のお

迎えをお願いしています。急な体調不良は夜間でも

お迎えをお願いすることがあります。 

寄 宿 舎 Ｑ ＆ Ａ 
Ｑ７ 寄宿舎の生活で必要な費用を教えてください。 

Ａ７ 寄宿舎では前期と後期にわけて寄宿舎運営費をい

ただいています。寄宿舎運営費は行事等の経費や

生活必需品の購入費にあてられます。 

   また「たけのこ会」への入会を希望する 18 歳以

下の児童生徒については、別途活動費をいただい

ています。 

 
 

Ｑ８ 寄宿舎で薬を飲むことはできますか？ 

Ａ８ 薬については医師から処方されたもので、服薬し

た結果、重篤な副反応がないことの確認がとれた

薬のみ服薬することができます。服薬する場合は

「与薬管理依頼書」と「薬の説明書」の提出が必

要です。但し市販薬を飲むことはできません。 

 
 

Ｑ９ 薬の管理方法を教えてください。 

Ａ９ 18 歳以下の児童生徒の薬と服薬については職員

で管理します。原則 19 歳以上の生徒について

は、本人で管理し使用は自己判断となります。 

舎 生 の 声 

寄宿舎に入って良かったことは何ですか？ 

友達がいっぱいできたことがよかった。 
（中学部生） 

幅広い年齢層の方と関われるのが楽しい。 

（高等部生） 

日々の勉強や国家試験に向けての勉強に集中 

できる環境が整っているため、寄宿舎に入っ 

て良かったです。（専攻科生） 

家では甘えが出て、勉強も後でやろうという 

気持ちになることがあったが、寄宿舎は日課 

表に沿って生活しているため、勉強もルーテ 

ィンで行うことができるのが自分にはとても 

あっていた。（卒業生） 

 
【当番活動】定例清掃、週番活動、部屋活動、舎友会活動 


